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行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

栗本幸一　東宮町30 388・0553

齋藤好子　中川町20 387・0812

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

家け

寄き

進し
ん

の
御ご

前ぜ
ん

幕ま
く

笠
松
町
の
鎮
守
の
神
・
氏
神
様
と
し
て
由
緒
あ
る

八
幡
神
社
は
旧
記
に
「
八
幡
社
は
徳
田
新
田
と
笠
松

村
と
の
境
に
て
、
徳
田
新
田
地
内
に
勧
請
之
有
、
笠

松
・
徳
田
新
田
・
柳
原
三
ケ
村
の
氏
神
に
候
処
、
先

年
よ
り
笠
松
村
に
て
祭
礼
入
用
等
差
出
、
寛
永
年
中

よ
り
笠
松
村
役
人
名
前
の
棟
札
之
有
、
笠
松
村
よ
り

宮
守
附
置
云
々
」
と
あ
り
、
勧け

ん

請じ
ょ
う（

神
仏
を
移
し
迎

え
て
新
し
く
祭
る
こ
と
）の
年
次
は
明つ

ま
び

ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
笠
松
三
郷
開
発
後
間
も
な
く
創
立
し

た
も
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
寛
文
二
年（
一
六
六
二
年
）当
地
に
陣
屋
を

移
し
て
以
来
、
歴
代
の
郡
代
は
当
社や

し
ろ

を
崇
敬
し
、

そ
の
祭
礼
に
は
必
ず
参
拝
し
、
か
つ
初
穂
料
を
供
進

し
ま
し
た
。
笠
松
県
時
代
に
県
社
に
指
定
さ
れ
、
廃

県
移
転
後
は
郷
社
と
改
め
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
八
幡
神
社
へ
今
か
ら
二
一
四
年
前
の
寛
政
元

年（
一
七
八
九
年
）に
徳
川
第
十
一
代
将
軍
家い

え

斉な
り

か
ら

御
前
幕
の
寄
進
が
あ
り
ま
し
た
。
御
前
幕
と
は
神
仏

の
前
の
軒
や
桟
敷
の
前
に
張
る
布
の
こ
と
で
、
表
側

に
は
徳
川
家
の
「
三
つ
葵
」
の
家
紋
が
金
糸
で
細
か

く
刺
繍
さ
れ
て
お
り
、
裏
側
に
は
江
戸
時
代
中
期
の

笠
松
陣
屋
第
十
六
代
辻
六
郎
左
衛
門
冨
守
郡
代
の
墨ぼ

く

書し
ょ

が
あ
り
、

濃
州
笠
松
村

八
幡
宮
御
前
御
幕

当
代
将
軍
様
之
御
寄
進

寛
政
元
己
酉
年
拾
月
拾
六
日

笠
松
郡
代
辻
六
郎
左
衛
門
冨
守

敬
白

と
記
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
す
。

資
料
館
で
展
示
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。


